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中国の人材の海外流出は約 80 万人

投資移民を引き入れ、低迷する不動産市場を活性化させるため、米国で 50 万ド

ル以上の住宅を購入した外国人に居住ビザを発行する提案が米国会に出された。そ

の理屈は非常に簡単である。まず、住宅需要が極度の飽和状態となっている中、移

民の力を借りて過剰な在庫を消化し、不動産市場の回復を刺激することができる。

また、50 万ドルで米国の永住権（グリーンカード）を取得しても直接仕事を探す

ことはできないが、消費を促し、消費低迷による行き詰まりを打破できる。

世界で移民ブームが起きているが、中国の海外移民は近年、拡大傾向にある。中

国社会科学院が 2007 年に発表した『全世界政治と安全』報告によると、中国は世

界最大の「移民輸出国」となり、知識人の流出も世界最多となっている。1978 年

以降に海外留学した中国人は 107 万人に上るが、そのうち帰国したのはわずか 27



万 5000 人で、4 分の 3 近くの人材が海外に流出している。「富」を引き止めるに

は、まず独占を打破すべき

近年の中国が「押し寄せる」現象は、中国の富、人材、税収、消費の流出を引き

起こしただけでなく、「オリーブ型社会」の構築にも大きく影響している。中国は

世界で最も成長が速く、活力のある「成長拠点」だが、物質的富を急速に蓄積する

と同時に、巨大な代価も支払っている。増え続ける生活費、都市化に伴う環境汚染、

食品安全、高い税負担、低い福祉レベルなどの代価は、人々の幸福の基盤をぐらつ

かせ始めている。

合理的なメカニズムと政策を通していかに物質的富と人材を引き止めるかは、中

国にとって極めて重要な課題となっている。よい制度は政府による経済の見返りで

なく、独占の打破にかかっており、制度保障の経済、知的財産権、流動の自由など

は更に多くの要素を動かす。対内開放を拡大し、制度を通して社会資源の配分、公

正な競争の促進、経済効果の向上における市場の役割を高める必要がある。

今、中国では、人材・富の海外流出が大きな社会問題として報道されている。先日の

民間機関「湖潤研究院」などが発表した調査では、1000 万元（1億 200 万円～3000 万

円）以上の資産を持つ富豪のうち１４％が既に移民したか移民申請中で、46%が移民す

ることを検討していることが判明した。この調査結果は、中国 18の主要都市で 980 人

の資産家にインタビューを行い算出したもので、彼らの平均資産は 6000 万元、平均年

齢は 42 歳。

最近、日本でも中国人による不動産投資が話題になっている。日本人からみると今時、

日本の不動産に投資して利益がでるとは考えられず、とても不思議に思えるが、中国の



今の状況を考えると頷ける面もある。 移民するまでいかなくても、自分の資産を海外

に移しておきたいと考える中国人はとても多いのだ。自分の資産を保全することが一番

の目的で、投資利益は二の次なのだ。

中国と日本を比較すると、中国人でも日本政府のほうが信用できると思うだろう。確

かに日本の政府が個人の財産権を理由もなく侵害するようなことは、政権がどう変わろ

うとあり得ない。

しかし、中国政府の場合は、そう信じきれない。政治的には、一党独裁で、議会もな

く、共産主義というより、封建主義のような社会。政府の役人＝共産党の幹部であり、

彼らの考え方次第で中国の法律や社会制度が、瞬間的に変わってしまう。突然、自分の

資産すべてが没収されてしまうような事態が、100％ないとは思いきれない。このよう

な恐怖が拭い去れないことは、日本人でも中国で暮らしていれば理解できる。

今の中国の政治体制は日本の江戸時代よりも独裁的で、中央政府が幕府で、地方政府

は直轄領と親藩、残念ながら幕府に物申す地方大名のような勢力も見当たらない。海外

に流出しようとしている中国人は、江戸時代の大商人もしくは学者・文化人のようなも

のだ。ちなみに中国語で一般市民のことを「老百姓（laobai xing）」と書く、江戸時

代の「農工商」はすべてこれに包含される。

今、中国政府も一般市民の所得を増加させることを重要な施策にしている。たとえば

家電製品購入や自動車購入に補助金を出したり、最近では、低所得者層の個人所得税を

下げたりだ。しかしこの動きも資産家にとってみると不安材料の一つ、税金だけで再配

分できなければ、自分の富が狙われる可能性があるからだ。

政治は共産主義、経済は資本主義。これが今の中国で、このやり方が功を奏して世界

第 2 位の経済大国となった。今後も永遠に、経済成長し続けるならこの体制下で富を築

いた人たちが、恐怖を感じることはないだろう。しかし、永遠に成長するなんてあり得

ないこと。その時、政府が何を考えるか今は想像できない、その事態に備え中国の資産

家たちは海外に財産を移し、自分の財産を守ろうとしている。


